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（法人にあっては，名称及び代表者の氏名） 
 

 

 
１．保守点検を行う予定の浄化槽 

営業区域にかかる 

市町名 

処理方法・処理対象人員 

神 戸 市   

単
独
処
理 

 ５人～ ２０人    

 ２１人～ ３００人    

 ３０１人～ ５００人    

 ５０１人以上    

合
併
処
理 

 ５人～ ５０人    

 ５１人～ ２００人    

 ２０１人～ ５００人    

 ５０１人以上    

 

営業区域にかかる 

市町名 

処理方法・処理対象人員 
   

単
独
処
理 

 ５人～ ２０人    

 ２１人～ ３００人    

 ３０１人～ ５００人    

 ５０１人以上    

合
併
処
理 

 ５人～ ５０人    

 ５１人～ ２００人    

 ２０１人～ ５００人    

 ５０１人以上    



２．浄化槽管理士の担当する浄化槽 

(1) （管理士氏名） 

営業区域に係る市町名 

 
処理方法・処理対象人員 

神 戸 市  

担当基数 補正係数 補正値 担当基数 補正係数 補正値 

単
独
処
理 

 ５人～ ２０人       

 ２１人～ ３００人       

３０１人～ ５００人       

５０１人以上       

合
併
処
理 

 ５人～ ５０人       

 ５１人～ ２００人       

２０１人～ ５００人       

５０１人以上       

合 計       

補正係数及び補正値は別紙に準ずること 

 
(2) （管理士氏名） 

営業区域に係る市町名 

 

処理方法・処理対象人員 

神 戸 市  

担当基数 補正係数 補正値 担当基数 補正係数 補正値 

単
独
処
理 

 ５人～ ２０人       

 ２１人～ ３００人       

３０１人～ ５００人       

５０１人以上       

合
併
処
理 

 ５人～ ５０人       

 ５１人～ ２００人       

２０１人～ ５００人       

５０１人以上       

合 計       

補正係数及び補正値は別紙に準ずること



別紙 

営業区域における浄化槽の設置基数が少ない等の判断基準 

 
条例第９条第２項ただし書きの判断基準は，概ね次の表の補正値の合計の値が６００

以下をもって設置基数が少ない等として取り扱うことができるものとする。 

 

 処理対象人員 保守点検（予定）基数 補正係数 補正値 

単
独
処
理 

 ５人～ ２０人  1.0  

 ２１人～ ３００人  2.5  

 ３０１人～ ５００人  6.0  

 ５０１人以上    

合
併
処
理 

 ５人～ ５０人  1.5  

 ５１人～ ２００人  7.0  

 ２０１人～ ５００人  20.0  

 ５０１人以上    

合 計  ―――  

注１．単独処理とは，し尿のみ処理する浄化槽をいい，合併処理とは，し尿

及び雑排水を処理する浄化槽をいう。  

注２．この表は，浄化槽管理士ごとに作成すること。  

注３．補正係数は，当該浄化槽の作業員及び保守点検回数が通常の状況と著

しく異なる場合には変更することができる。  

注４．処理対象人員が５０１人を超える浄化槽については，当該浄化槽ごと

の作業量及び保守点検回数によって補正係数を定めるものとする。  



 

処理対象人員５０１人槽以上の場合の補正値算出表  

施 設 名    合 計 

基礎係数 

単独処理＝２４ 

合併処理＝３０ 
（Ａ） 

    

設計汚水量（Ｑ１ｍ
３／日）による加算 

 
（Ｂ）＝（Ｑ１－ａ）×０．０２６ 

単独処理 ａ＝２５ 

合併処理 ａ＝１００ 

Ｑ１ 
    

（Ｂ） 

    

高度処理等による係数 

 
（Ｃ）＝１～１．２ 

接触酸化 １．１ 

高度処理なし １ 

（Ｃ） 

    

保守点検回数  （回／週） 

 
３，０００人以下（Ｄ）＝２以上 

３，００１人以上（Ｄ）＝６以上 

（Ｄ） 

    

補正値＝｛（Ａ）＋（Ｂ）｝×（Ｃ）×（Ｄ）     

当該浄化槽管理士以外の技術管理者が

保守点検を行う場合 

（Ｅ）＝ｃ÷（ｃ＋ｄ） 

ｃ：浄化槽管理士が保守点検を

行う時間 

ｄ：技術管理者が保守点検を行

う時間 

（Ｅ） 

    

補正値＝｛（Ａ）＋（Ｂ）｝×（Ｃ）×（Ｄ） 

×（Ｅ） 
    

 


